
























































































































































































































































































0.0％ （0）5.6％ （1）0.0％ （0）44.4％ （8）50.0％ （9）選 手
部活動 0.0％ （0）0.0％ （0）0.0％ （0）100.0％ （4）0.0％ （0）保 護 者
0.0％ （0）4.5％ （1）0.0％ （0）54.5％（12）40.9％ （9）総 計
0.0％ （0）0.0％ （0）0.0％ （0）44.4％ （8）55.6％（10）選 手
地域スポーツ
クラブ 0.0％ （0）0.0％ （0）0.0％ （0）50.0％ （2）50.0％ （2）保 護 者





































































































0.0％ （0）0.0％ （0）100.0％（18）選 手
0.0％ （0）0.0％ （0）100.0％ （4）保 護 者
0.0％ （0）0.0％ （0）100.0％（22）総 計
※選手18人、保護者４人、総計22人、（ ）は回答した人数
バスケットボール部活動と連携した地域スポーツクラブの設立事例
～幼児から高校生までを対象としたスポーツクラブの必要性～
－ 21 －
この市では以前に、他校の他競技で、学校外
の練習場に基盤を置いて活動している団体によ
り日常的に外部指導者（部活動指導員としての
資格を所持していたかわからないため部活動指
導員ではなく外部指導者とする）による体罰が
行われていたことが問題となったことがあっ
た。そのようなことが繰り返されることがない
よう、校長と半年以上に渡り話し合い、またス
ポーツ庁の担当者や市教育局学校教育部の担当
者に何度もアドバイスをいただき、Ⅱ－２で取
り決めた５つの事項を遵守することで地域スポ
ーツクラブを設立した経緯があり、とても労力
と時間がかかった。確かにそのような行き過ぎ
た指導や長時間の活動は排除されるべきであ
る。しかし地域スポーツクラブがいくつかでき
てくると、そのような指導をしている地域スポ
ーツクラブは選手が集まらなくなり立ち行かな
くなるため自然と解決されることが考えられ
る。そのため設立しにくくするのではなく、設
立しやすくしていくことの方が大切であると考
えられる。スポーツ庁により、より具体的な文
言で学校現場や地域社会に下していくことが必
要だとわかった。学校現場に下していくことは
紛れもなく大切なことであるが、地域社会にも
下していくことが必要な理由としては、部活動
指導員の確保の問題にもつながるからである。
地域社会において部活動指導を行いたい人はお
り、ある程度時間の都合がつく人もいる。それ
は「自分の子どもがいる間だけは指導のお手伝
いをする」という人が一定数いることからもわ
かる。しかしその人たちが部活動指導員として
定着しない理由として、ボランティア精神に依
頼してしまっていることであろう。そこが解決
できれば部活動指導員の確保ができていくと考
えられる。
そこで今後の展望として、その解決策を２つ
考察してみた。
１つ目は、幼児から高校生までを対象とした
地域スポーツクラブの設立を考えると良い可能
性がある。今回のＢバスケットボールクラブで
は、入団していた選手は中学生と近隣のミニバ
スに入っている小学校高学年とある程度限定し
たものだった。それは中学生の部活動と連携す
るという意向と、小さいコート１面しか会場を
とることができなかったためである。しかし卒
業生や近隣の高校生が何度も参加し、練習相手
となってくれていた。その高校生は、高校でも
続けているがまだ下級生であるため試合に出ら
れず練習をがんばりたい人、高校３年生で部活
動を引退した人、中学時代はバスケットボール
部に入っていたが高校では辞めてしまった人、
など様々であり、高校生にもニーズがあること
がわかった。また女子中学生も入りたいという
要望があった。そして初心者の小学生も入りた
いという要望もあった。それ以外にも入部して
いる選手の小学校低学年や保育園の弟妹も送り
迎えで再三に渡り顔を出しており、練習前後の
コートが空いている時間に遊んでいる姿が見ら
れた。様々な時間帯の活動が可能となれば、そ
れらの子どもたちを対象に活動できる可能性が
大いに見られた。そうすればボランティア程度
の金額ではなく対価に見合った報酬とすること
ができる。今回は、部活動指導員である筆者は
指導料等をいただかず、保護者が月500円で備
品を揃えるための費用を回収・管理していただ
いた。従来の部活動指導員が自ら地域スポーツ
クラブを立ち上げて月謝をいただくのは、本人
も保護者も抵抗があると考えられる。そのため
自治体で相談窓口などを設け、主導したり、設
立の手助けをしたりしていき、ボランティア精
神に頼らない持続可能な地域スポーツクラブを
設立していく必要があるのではないだろうか。
２つ目は、大学（特に教員養成課程や教職資
格を取得できる大学）の部活動などと連携する
ことである。大学生にとっては指導体験の場と
して、中学生にとってはより高いレベルで練習
を積む場として双方にとって利益が出る可能性
がある。そのためこの点については今後の研究
課題としていきたい。
部活動と連携した地域スポーツクラブが求め
られているがなかなか進んでいない。このまま
ではまた上手くいかずに、地域スポーツクラブ
への移行は途切れてしまいそうである。そうな
らないような行政の仕掛けが大切だと感じた。
赤堀 達也
－ 22 －
現在は部活動の時間削減だけが進んでいる状況
で、部活動をがんばりたい子どもたちは行き場
をなくしている。早急な対応をしていく必要が
求められている。
Ⅵ．最後に
地域スポーツクラブを設立するにあたり校長
との面談に何度も足を運び協力していただいた
Ｂバスケットボールクラブの４人の保護者の
方、そして地域スポーツクラブで共に活動して
いただいた選手及び保護者の方、学校男子バス
ケットボール部顧問をはじめ校長及び学校関係
者の方、またアドバイスいただいたスポーツ庁
の担当者及び市教育局学校教育部の方に深く御
礼申し上げます。
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